
国
内
外
に
課
題
山
積

菅改造内閣発足　

慶
応
大
教
授
小
林
良
彰

　
こ
ば
や
し
・
よ
し
あ
き
　
１
９

５
４
年
生
ま
れ
。
慶
応
大
大
学
院

博
士
課
程
修
了
。
著
書
に

制
度

改
革
以
降
の
日
本
型
民
主
主
義

な
ど
。

　
菅
改
造
内
閣
は
、
民
主
党
内
を

二
分
す
る
代
表
選
が
あ
っ
た
後
だ

け
に
、
菅
直
人
首
相
と
し
て
政
権

の
地
盤
固
め
を
考
え
た
組
閣
と
な

っ
た
。

　
ま
ず
代
表
選
で
菅
首
相
を
支
持

し
た
菅
、
前
原
、
野
田
３
グ
ル
ー

プ
を
中
心
に
、
旧
社
会
党
系
、
民

社
協
会
、
鳩
山
グ
ル
ー
プ
か
ら
２

人
ず
つ
を
入
閣
さ
せ
る
な
ど
、
党

内
各
グ
ル
ー
プ
に
一
定
の
配
慮
を

み
せ
た
。
中
で
も
大
畠
章
宏
、
海

江
田
万
里
、
高
木
義
明
の
３
氏
が

代
表
選
で
小
沢
一
郎
元
幹
事
長
を

支
持
し
た
こ
と
か
ら
、
３
氏
入
閣

は
小
沢
氏
へ
の
配
慮
と
み
る
こ
と

も
で
き
る
が
、
小
沢
グ
ル
ー
プ
か

ら
の
入
閣
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
小
沢
支
持

派
の
切
り
崩
し
と
み
る
こ
と
も
で

き
る
。

　
党
執
行
部
で
も
、
小
沢
氏
と
距

離
を
置
く
岡
田
克
也
幹
事
長
に
加

え
て
反
小
沢
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た

せ
ん
ぽ
う

枝
野
幸
男
氏
を
降
格
し
て
ま
で
残

す
こ
と
で
、
脱
小
沢
路
線
を
鮮
明

に
し
て
い
る
。
組
閣
と
合
わ
せ
て

ノ
ー
サ
イ
ド

と
言
う
よ
り
は

代
表
選
第
２
幕
の
様
相
を
呈
し
て

い
る
。
今
後
、
副
大
臣
や
政
務
官

の
人
事
で
ど
の
よ
う
な
調
整
が
行

わ
れ
る
の
か
注
目
し
た
い
。

　
閣
僚
の
顔
触
れ
は
、
７
人
が
留

任
や
横
滑
り
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

若
手
登
用
よ
り
当
選
５
回
以
上
の

ベ
テ
ラ
ン
起
用
を
優
先
し
た
た

め
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
に
欠
け
る
点

は
否
め
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、

片
山
善
博
総
務
相
の
起
用
は
、
地

域
主
権
改
革
を
推
進
す
る
菅
政
権

の
姿
勢
を
示
す
上
で
組
閣
の
目
玉

と
な
っ
た
。

　
再
始
動
す
る
菅
政
権
に
は
国
内

外
に
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
景

気
回
復
と
雇
用
の
安
定
化
は
、
鳩

山
由
紀
夫
前
首
相
に
近
い
大
畠
経

済
産
業
相
と
小
沢
氏
に
近
い
海
江

田
経
済
財
政
担
当
相
の
手
腕
に
委

ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
普
天
間
問
題
を
抱
え
る
外
相
に

は
、
沖
縄
担
当
相
兼
務
だ
っ
た
前

原
誠
司
国
土
交
通
相
の
横
滑
り
と

北
沢
俊
美
防
衛
相
留
任
で
、
最
小

限
の
変
更
に
留
め
た
。
だ
が
、
普

天
間
や
尖
閣
諸
島
で
諸
外
国
と
厳

し
い
交
渉
を
進
め
て
い
る
時
期
に

１
年
で
外
相
が
交
代
し
た
こ
と

は
、
外
交
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
先

方
に
と
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
。

　
岡
田
氏
と
ポ
ス
ト
菅
の
座
を
競

う
前
原
外
相
は
、
い
か
に
米
国
や

中
国
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が

ら
国
益
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
外
交
能
力
が
問
わ
れ
る
。

　
今
後
、
党
内
に
小
沢
グ
ル
ー
プ

を
抱
え
な
が
ら
、
ね
じ
れ
国
会

で
年
度
末
ま
で
に
予
算
関
連
法
案

を
通
過
さ
せ
る
と
い
う
針
の
穴
を

通
す
よ
う
な
仕
事
を
抱
え
て
の
菅

政
権
再
始
動
と
な
っ
た
。

「学生お遍路さん」が急増

四
国
霊
場
八
十
八
カ
所
の
札
所
を
歩
い
て
巡
る

歩
き

遍
路

に
挑
戦
し
た
三
城
数
馬
さ
ん

８
月
下
旬
、
香
川
県
さ
ぬ
き
市
の
志
度
寺

　
四
国
霊
場
八
十
八
カ
所
の
札
所
を
歩
い

て
巡
る

歩
き
遍
路

に
挑
戦
す
る
人
が

増
加
、
中
で
も
学
生
の
姿
が
目
立
つ
。
就

職
氷
河
期
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

自
分

を
磨
き
た
い

面
接
で
の
自
己
Ｐ
Ｒ
に

な
ど
の
切
実
な
思
い
で
、
通
常
約
２
カ
月

か
か
る
修
業
に
挑
ん
で
い
る
。

▽
猛
暑

　
広
島
市
に
住
む
広
島
大
総
合
科
学
部
４

年
の
三
城
数
馬
さ
ん

も
そ
の
一
人
。

こ
の
春
、
約

社
を
受
け
た
が
、
採
用
を

絞
り
込
む
会
社
が
多
く
、
内
定
は
も
ら
え

な
か
っ
た
。

苦
労
し
て
大
学
に
通
わ
せ

て
く
れ
た
親
に
合
わ
せ
る
顔
が
な
い

。

一
人
暮
ら
し
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い

た
と
き
、
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
四
国
旅
行

で
見
か
け
た
お
遍
路
さ
ん
だ
っ
た
。

　
遍
路
の
道
の
り
は
、
１
番
か
ら

番
札

所
へ
順
番
に
回
る
と
約
１
２
０
０

。
山

道
も
多
く
、
観
光
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
で
回

る
人
が
多
い
。
数
年
前
か
ら
行
程
を
分
割

し
て
回
っ
て
い
る
菅
直
人
首
相
は
、
や
っ

と

番
札
所
に
た
ど
り
着
い
た
と
こ
ろ

だ
。

　
三
城
さ
ん
は
７
月
中
旬
に
出
発
し
、
記

録
的
な
猛
暑
の
８
月
は
歩
き
通
し
。

日

目
の
９
月
２
日
に
、

番
札
所
の
大
窪
寺

お
お
く
ぼ
じ

香
川
県
さ
ぬ
き
市

に
た
ど
り
着
い
た
。

面
接
で
話
す
ネ
タ
に
な
れ
ば
と
始
め
た

が
、
途
中
で
こ
の
ま
ま
永
遠
に
終
わ
ら
な

い
気
が
し
て
怖
く
な
っ
た

と
三
城
さ
ん

は
振
り
返
る
。

▽
転
機

　
久
松
麻
理
子
さ
ん

は
、
大
学
３
年

生
の
２
０
０
７
年
秋
、
進
路
で
迷
う
中
、

歩
き
遍
路
に
挑
戦
。
約
２
カ
月
で
ゴ
ー
ル

に
到
着
し
た
時
、

私
は
本
が
好
き
。
出

版
社
は
難
関
だ
け
ど
挑
戦
し
よ
う
と
決
め

た

。
翌
年
、
大
手
出
版
社
の
内
定
を
獲

得
。

遍
路
の
道
中
で
考
え
た
こ
と
が
、

就
職
活
動
に
生
き
た

と
話
す
。

　
大
窪
寺
近
く
の

前
山
お
へ
ん
ろ
交
流

サ
ロ
ン
館

で
は
、
お
遍
路
さ
ん
が
名
前

や
住
所
を
書
き
込
む
。
そ
の
う
ち
歩
き
遍

路
の
人
数
は
、

年
度
の
約
１
７
０
０
人

か
ら

年
度
は
約
３
千
人
と
１
・
８
倍
に

増
え
た
。
代
表
の
木
村
照
一
さ
ん

に

よ
る
と
、
退
職
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

人
生
の
転
機
に
参
加
す
る
人
が
多
か
っ
た

が
、

こ
こ
数
年
、
若
い
学
生
さ
ん
が
増

え
て
き
た

と
い
う
。

　
地
元
の
香
川
大
、
愛
媛
大
な
ど
学
生
が

地
域
文
化
の
研
究
を
兼
ね
て
遍
路
に
挑
ん

だ
り
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
影
響

な
ど
で
、
一
人
歩
き
の
女
子
学
生
も
増
え

て
い
る
と
い
う
。

　
遍
路
道
が
整
備
さ
れ
て
歩
き
や
す
く
な

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
遍
路
に
関

す
る
サ
イ
ト
が
数
多
く
登
場
。
コ
ー
ス
や

宿
泊
先
、
必
要
な
備
品
な
ど
の
情
報
収
集

が
簡
単
に
な
り
、
初
心
者
も
参
加
し
や
す

く
な
っ
た
。

　
学
生
向
け
の

内
定
塾

を
運
営
す
る

ガ
ク
ー

東
京

の
柳
田
将
司
さ
ん
は

企

業
が
求
め
る
の
は
、
自
分
の
頭
で
考
え
て

動
く
人
材
。
遍
路
は
多
く
の
人
と
交
流

し
、
将
来
に
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
で
自
分

を
高
め
る
機
会
に
な
る
の
で
は
と
話
す
。

　
歩
き
遍
路
を
終
え
た
三
城
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
秋
の
採
用
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
。

長
い
道
の
り
を
歩
い
て
、
お
遍
路

も
人
生
も
一
緒
だ
と
感
じ
た
。
焦
っ
て
も

仕
方
が
な
い
。
腰
を
落
ち
着
け
て
が
ん
ば

り
ま
す

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

金星の解明心待ちにあかつき　　　

総
合
研
究
大
学
院
大
学
宇
宙
科
学
専
攻
教
授
　
佐
藤
毅
彦

２
０
１
０
年
３
月
、
打
ち
上
げ
準
備
の
た
め
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
Ｓ
Ｔ
Ａ
２
棟
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
に
置
か
れ
た

あ

か
つ
き

　
さ
と
う
・
た
け
ひ
こ
　
小
学
生
の
と
き
に
持
っ
た
天
体
へ
の

興
味
を
サ
ー
ク
ル
活
動
、
学
位
論
文
、
現
在
の

あ
か
つ
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
ま
で
続
け
ら
れ
る
幸
運
に
恵
ま
れ
て
き

た
。
教
育
学
部
教
員
経
験
を
持
ち
、
初
等
・
中
等
教
育
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
米
国
マ
リ
ナ
ー
２
号
が

人
類
初

の
金
星
接
近

を
果
た
し
た
、
そ
の
月
に
誕
生
し
た
。

　
２
０
１
０
年
５
月

日
午

前
６
時

分

秒
、
金
星
探

査
機

あ
か
つ
き

を
載
せ

た
Ｈ

Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

号

機
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ

ー

鹿
児
島
県

か
ら
無
事

に
打
ち
上
が
っ
た
。
太
平
洋

上
空
４
０
０

で

あ
か

つ
き

は
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
分

離
さ
れ
、
順
調
に
金
星
へ
の

飛
行
を
続
け
て
い
る
。

　
金
星
は
、
大
き
さ
・
質
量

が
地
球
の
そ
れ
と
近
い
こ
と

か
ら
、
地
球
の
双
子
星
に
例

え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
大

気
は
地
表
面
で

気
圧
と
膨

大
で
、
成
分
は
ほ
と
ん
ど
が

二
酸
化
炭
素
。
そ
の
強
い
温

室
効
果
に
よ
り
地
表
気
温
は

４
６
０
度
に
達
す
る
、
か
な

り
性
質
の
異
な
る
双
子
で
あ

る
。
そ
し
て
大
気
中
の
高
度

を
分
厚
い
雲

硫
酸
の
液
滴
と
考
え
ら
れ

て
い
る

が
覆
い
、
地
表
を

わ
れ
わ
れ
の
目
か
ら
隠
し
て

い
る
。

　
こ
の
雲
層
に
紫
外
線
で
見

ら
れ
る
模
様
は
４
日
で
ほ
ぼ

一
巡
す
る
こ
と
か
ら
、

４

日
循
環

と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
対
照
的
に
、
地
面

は
は
る
か
に
ゆ
っ
く
り
と
、

２
４
３
日
の
周
期
で
自
転
し

て
い
る
。
地
面
の

倍
も
の

速
さ
で
吹
く
風
、

ス
ー
パ

ー
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

超
回

転

と
呼
ば
れ
、
金
星
大

気
最
大
の

で
あ
る
。

　

あ
か
つ
き

は
紫
外
線

か
ら
中
間
赤
外
線
ま
で
の
波

長
の
光
を
カ
バ
ー
す
る
５
台

の
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
、
そ
れ

と
電
波
に
よ
る
大
気
診
断
を

合
わ
せ
て
、
こ
の
特
異
な
金

星
気
象
の
解
明
に
迫
る
。
筆

者
が
開
発
し
た
Ｉ
Ｒ
２
カ
メ

ラ
は
、
波
長
２

付
近
の
近

赤
外
線
を
用
い
、
主
に
中
・

下
層
大
気
の
運
動
を
調
べ
る

装
置
で
あ
る
。

　
膨
大
な
量
の
温
室
効
果
ガ

ス
、
二
酸
化
炭
素
か
ら
な
る

金
星
大
気
は
、
下
層
の
高
温

領
域
が
発
す
る
赤
外
線
を
ほ

と
ん
ど
閉
じ
込
め
て
し
ま

う
。
と
こ
ろ
が
、
波
長
１

２

の
ご
く
一
部
の
近
赤
外

線
は
、
二
酸
化
炭
素
に
よ
る

吸
収
が
弱
く
、
大
気
下
層
か

ら
宇
宙
へ
漏
れ
出
し
て
い
る

こ
と
が
、
１
９
８
０
年
代
に

発
見
さ
れ
た
。
筆
者
の
Ｉ
Ｒ

２
カ
メ
ラ
は
そ
う
し
た
窓

と
呼
ば
れ
る
波
長
を
利
用

し
、
金
星
大
気
の
深
部
を
探

る
の
で
あ
る
。

　
地
球
で
も
、
地
上
と
上
空

で
は
風
の
流
れ
が
異
な
る
。

金
星
の
風
も
過
去
の
着
陸
船

観
測

主
に
旧
ソ
連

に
よ

っ
て
、
地
面
付
近
の
ゆ
っ
く

り
し
た
風
が
、
雲
の
最
上
層

で
は
秒
速
１
０
０

に
も
達

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
し
か
し
、
そ
の
真
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
迫
る
た
め
に

は
、
着
陸
船
に
よ
る

点

の
観
測

高
温
の
金
星
地
表

で
は
長
く
も
た
な
い

だ
け

で
は
不
足
で
、
よ
り
広
い
範

囲
・
よ
り
長
い
時
間
に
わ
た

る
気
象
モ
ニ
タ
ー
が
必
要

だ
。

　

あ
か
つ
き

は
こ
の
十

分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
観

測
を
実
行
す
る
た
め
、
静
止

気
象
衛
星
の
よ
う
に

４
日

循
環

と
同
期
す
る
周
回
軌

道
と
、
上
層
か
ら
下
層
ま
で

を
観
測
で
き
る
装
置
群
を
与

え
ら
れ
た
。
白
金
と
シ
リ
コ

ン
の
化
合
物
を
使
っ
た
Ｉ
Ｒ

２
の
赤
外
線
検
出
素
子
、
そ

の
性
能
を
引
き
出
す
冷
却
装

置
を
含
め

あ
か
つ
き

は

国
産
の
技
術
を
ふ
ん
だ
ん
に

投
入
し
て
開
発
さ
れ
、
こ
の

任
務
に
挑
も
う
と
し
て
い

る
。

　
宇
宙
科
学
専
攻
の
あ
る
相

模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
管
制
室
か

ら
日
々
、

あ
か
つ
き

の

状
態
を
見
守
り
つ
つ
、
そ
の

搭
載
装
置
が
世
界
に
誇
る
こ

と
の
で
き
る
金
星
気
象
デ
ー

タ
を
届
け
て
く
れ
る
、
そ
の

日
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

あ
か
つ
き

の
金
星
到
着

は
、
２
０
１
０
年

月
７
日

で
あ
る
。

中村高寛映画監督
記
憶
呼
び
覚
ま
す
連
載

　

な
か
む
ら
・
た
か
ゆ

き
　
ヨ
コ
ハ
マ
メ
リ
ー

で
監
督
デ
ビ
ュ
ー
。
神
奈

川
文
化
賞
も
受
け
た
。
横

浜
市
南
区
在
住

　
連
載

河
原
の
教
会
　

在
日
の
戦
後

年

８

月

日
付

は
、
多

摩
川
河
川
敷
の
在
日
コ
リ

ア
ン
集
落
を
舞
台
に
、
あ

る
家
族
の
肖
像
を
見
つ
め

た
労
作
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
、
国
や
市
の
土
地

と
民
有
地
が
入
り
組
む
多

摩
川
河
川
敷
に
は
、
行
き

場
の
な
い
朝
鮮
人
が
移
住

し
、

土
手
下
朝
鮮

と

呼
ば
れ
る
集
落
が
形
成
さ

れ
た
。

　
そ
の
中
の
一
人
、
在
日

１
世
の
金
萬
守
は
、
日
本

マ

ン

ス

キ
ム

名
・
中
山
一
郎
で
古
タ
イ

ヤ
回
収
業
を
開
業
。
妻
の

李
有
彩
と
、
自
作
の
バ
ラ

チ
ェ

ユ
ッ

イッ
ク
小
屋
に
住
み
、
息
子

の
光
燮
が
生
ま
れ
る
。

カ
ン
ス
ビ

　
し
か
し
戦
争
が
終
わ
ろ

う
と
、
朝
鮮
人
へ
の
差
別

は
な
く
な
ら
な
い
。

　

本
名
で
学
校
に
通
わ

せ
た
息
子
が
い
じ
め
に
遭

っ
て
や
し
な
い
か
、
い
つ

も
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い

た　
李
有
彩
の
言
葉
に
、
私

個
人
の
記
憶
が
呼
び
起
こ

さ
れ
た
。

　
川
崎
で
生
ま
れ
育
っ
た

母

が
、
多
摩
川
河
川

敷
を
見
て
、
話
し
て
く
れ

た
思
い
出
だ
。

　

昔
、
こ
こ
に
朝
鮮
部

落
が
あ
っ
て
、
同
級
生
が

住
ん
で
い
た
の

　
中
学
生
の
時
、
母
の
ク

ラ
ス
に
朝
鮮
人
の
女
子
が

お
り
、
男
子
が
そ
の
子
の

持
ち
物
を
取
り
上
げ
て

は
、
ど
こ
で
盗
ん
で
き
た

ん
だ
？
　
朝
鮮
人
、
帰
れ

！

と
か
ら
か
い
、
蔑
視し

べ
っ

さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
私
と
数
名
の
女
子
で
、

そ
の
子
を
囲
ん
で
、
男
子

か
ら
守
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
わ

　
彼
女
の
名
前
は
、
張

ち
ょ
う

順
子
。
そ
の
後
、
次
第
に

じ
ゅ
ん
こ

打
ち
解
け
る
よ
う
に
な

り
、
チ
ャ
ン
ス
ン
ジ
ャ
と

い
う
本
当
の
名
前
を
教
え

て
も
ら
っ
た
。

　
あ
る
日
、
多
摩
川
河
川

敷
の
近
く
ま
で
行
っ
た

が
、

恥
ず
か
し
い
か
ら

と
彼
女
の
家
に
は
あ

げ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と

い
う
。

　
ず
っ
と
頭
の
片
隅
に
あ

っ
た
母
の
記
憶
と
金
萬
守

ら
在
日
た
ち
の
歴
史
が
重

な
り
合
っ
た
。

　
２
０
０
８
年
秋
、
不
法

占
拠
地
で
あ
っ
た
土
手
下

朝
鮮
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

へ
と
変
わ
っ
た
。

　
集
落
の
変
遷
を
見
守
っ

て
き
た
戸
手
教
会
、
そ
し

て
わ
ず
か
に
残
っ
た
数
戸

の
家
屋
と
工
場
も
、
い
ま

立
ち
退
き
交
渉
の
最
中
だ

と
い
う
。
あ
と
数
年
す
れ

ば
、
集
落
は
跡
形
も
な
く

な
り
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。

　

戦
後
の
歴
史
観
を
自

虐
と
み
な
し
、
嫌
韓
を
む

き
出
し
に
す
る
漫
画
を
若

者
が
読
み
ふ
け
っ
て
い

た　
金
萬
守
の
息
子
、
在
日

２
世
の
光
燮
が

恐
怖
を

覚
え
る

と
吐
露
す
る
よ

う
に
、
戦
後

年
を
経
て

も
、
在
日
の
問
題
は
根
深

く
横
た
わ
る
。
そ
し
て
い

ま
も
な
お
、
消
え
ゆ
く
小

さ
な
記
憶
と
歴
史
が
あ

る
。

　
こ
の
連
載
に
よ
っ
て
、

点

で
あ
っ
た
私
の
記

憶
は
、
記
事
を
通
じ
た
歴

史
と
結
び
付
け
ら
れ
線

と
な
っ
た
。

　
次
世
代
に
何
を
語
り
継

ぎ
、
ど
う
残
す
べ
き
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
命

題
を
よ
り
深
化
さ
せ
た
記

事
を
期
待
し
た
い
。

対
ア
フ
リ
カ
貿
易
が
拡
大

　日本とアフリカとの貿
易総額が増えている 地
下資源が豊富なアフリカ
で中国が急速に影響力を
増している中で 日本の
政府や企業もレアメタル
希少金属 をはじめと
した資源獲得やインフラ
輸出などのビジネス拡大
を狙っている
　経済産業省などによる
と 輸出入額を合計した
日本の対アフリカ貿易額

年 は約 億 約
２兆９千億円 で 年
から３倍近くに増えた
輸出品は輸送機械や船舶
などで 輸入品は原油や
宝石 貴金属が大半を占
める
　国際通貨基金 ＩＭＦ
によると サハラ砂漠以

南のアフリカの国内総生
産 ＧＤＰ は 年の約

億 から 年には
約 億 に増加 政情
も安定傾向にあり 日本
企業も関心を高めてい
る
　一方 中国はアフリカ
への直接投資額を 年の
約５億 から 年には約
億 に急増させた 日

本が今後 アフリカで存
在感を高めることができ
るか注目される

消えてくれー！ 松沢秀和

月曜日年 平成 年 月 日第３種郵便物認可 　

神奈川新聞　2010年9月20日

noguchiyk
長方形


